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マ イ ク ロ メ ー タ と 温 度 と の 関 係
カ日 藤 I巨
Relat ions between Micrometers and Temperatures 
Tadasi KATO 
Professor G. Yosimoto and the author severall y investigated the relations between room 
temperatures and readings of micrometers (ExperimentsI)圃 After t he zero adjustment at 
200C had b田n completed by block gaug田， the readinings were taken at the marked 
temperatures (each ranges: -15-却 and 20_2，:)oC). Moreover 1 made the experiments about 
the expansions of block gauges and micrometer standards by bodily heat (ExperimentsII)  
and its effects on micrometers (ExperimentsIII). 
The conclusions are as follows:←ー
About ExperimentsI ， 
1 am of the same opin ion as he. 
About ExperimentsII， 
For the zero abjustment， block gauges are better than micrometer standard s， being 
rings especially improper. 
About ExperimentsIII，  
The measurement taking hold a micrometer with one of bare hands often gives 
somewhat small readings. 
1. 緒 言
一般 に ， マ イ ク ロ メ ー タ の よ う な ， 簡単な 測 定工具 は温度調整を施 さ れ た室 内 で、 の 使用 は少 し
夏冬 で は標準温度 200C か ら 相 当離れた室 内 で使用 さ れ る こ と が多 い。 古本源 之助氏等は ， 室温 と
マ イ ク ロ メ ー タ の読み と の 関係を - 150C， +40oC (文献(1)) お よ び - 140C， + 390C (文献(2))
に調 節 さ れた室 内 で求め た。 筆者は温度調整 の で き る 室 を も た ぬ た め， 昭和127年 の 夏季 3 カ 月 にわ
た り 実験室 の温度を記録 し ， 測 定時間中 の温度変化が極 め て 少 い時を選 ん で， 200C よ り 高 い室温 の
場合につ き ， 同様 の 実験を行っ た。 本論文 は前記事項の 外， こ れ に関連 し て ， ブ ロ ヲ ク グ ー ジ お よ
び マ イ ク ロ メ ー タ ス グ ン ダ ー ド を 握 り 続け た時 の 膨張 と マ イ ク ロ メ ー タ につ い て の 同様事項 と を調
査 し た こ と に関す る 報告 で あ る 。
2 .  実験に使用 したマイ ク ロ メ ータ ， マイ ク ロ メ ータスタ ン ダー ドお よ びプ ロ ッ クゲージ
2 . 1 供試測定工兵一 覧 図-1
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表-1 供試 マ イ ク ロ メ ー タ (図ーの お よ び ス タ ン ダー ド の極)JIJ
製 造 ! マ イ ク ロ メ ー タ の | マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン ダー ド | 
会 社 | 測定範問単伽
A 25-50 
B " 外径25， 内 径9 . 6， 巾7 . 4 リ 'ン グ
C 50-75 6 . 5φ x 50 棒
D 75-100 8φ x 75 棒
E 100-125 
E 125-150 
表ー2 j;!�試フV ソ グ ゲ ー ジ(E社製〕の精度 単位u
呼 仏語 l z v 主 | 吉 夫iJ 室 | ま V 引 寸 法 偏 差
25 -0 .07 -0 .01 -0 . 07 0 . 06 
50 -0 .24 -0 . 04 -0 . 24 0 . 20 
75 -0 . 56 -0 .49 -0 . 58 0 .09 
2 . 2 備 考
プ ロ ッ ク ゲ ー ジ の精度は， 不二越鋼材 の 御好意 で ， ツ ア イ ス の ウ ル ト ラ オ プ チ メ ー タ に よ る 比較
測定を し て 就 い た。 本研究で， こ の結果を 是非利用せね ば な ら ぬ程 の 個所 は 少 い が ， 参考 に記 し て
お く 。 な お 100mm の ブ ロ 、ノ ク ゲ { ジ の精度測定 は都合に よ り 行わ な かった。 ま た 125mm の基率一
は 50mm と 75mm の プ ロ ヅ ク グ { ジ を 密着 さ せ て 作った。 最後に附言 し た し 、 の は ， 文献(2)の実験
に月j \， 、 ら れた マ イ ク 口 メ ー タ は全部新品 で あ る に反 し， こ こ に記載の マ イ ク ロ メ { タ な ら び に ス タ
ン ダ { ド は製作後 か な り 4十数が経っ て い る こ と で あ る 。
3 .  室温 と マ イ ク ロ メ ー タ の読み と の 関係
;u 古本氏 の命交 の要 旨
第 1 章に述べた よ う に， 古本氏は - 150C お よ び ー 140C か ら 十 泊。C お よ び 十 400C に 主 る 範 聞
に お い て ， 十 200C で正 し く 調整 し た マ イ ク ロ メ ー タ をJih 、て ブ ロ ヅ ク ゲ { ジ の 寸法を測 定 し た。
そ し て 読み が何位狂 っ た かを調べた。 文献 (1) の実験では， マ イ ク ロ メ ー グ ス タ ン ダ { ド (普通
の，蛍味の ) と 呼 び寸法を等 し く す る プ ロ ヅ ク グ { ジ だ け を 使っ て あ る が， 文献 (2) で は ， こ れ の外
に 5mm の 整数倍だ け 大 き い数個 の プ ロ ッ ク グ ー ジ も 使っ て い る O 温度 を正 し く 調整 した室で， '""7
イ ク ロ メ ー タ と プ ロ グ ク ゲ ー ジを室温に十分な じ ま せた後， プ ロ ッ ク グ ー ジ を 台上に載せ測 定者は
革手袋 を は め て マ イ ク ロ メ ー タ だけ を 手 にす る 等， 体温 の 影響を 出 来 る だけ避け る 措 置 を と っ て 実
験を行っ て い る 。 文献 (1) に お け る 結論 と 筆者 の実験結果 と に は喰違い があったが， 吉本氏 は そ の
後多 く の実験 の結果を ま と め て ， 文献 (1) で不十分 と 思考 さ れた点を文献 (2) で訂正 さ れた。 文献
(2) の 結論は納得 の ゆ く も の と 考 え ら れ る 。 そ の結論を 簡単 に紹介す る と 次 の よ う で あ る 。
( i ) 200C の時を基準に し て 考 え る と ， - H oC と 十 390C の時 の変化は似た も の も あ り ， 似な い
も の も あ る 。 ま た マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン ダ ー ド に等 し い 呼び寸法 の ブ ロ ヅ ク ゲ ー ジを丹]\， 、 た場
合 に つ い て も ， 200C の と き を O と して ， - 140C と + 390C の 時 の 符号は一定 し た も の と な ら
な い。
C ii ) 狂 い の量の大小に つ い て も ， 必 し も 定った傾向 を 示 さ な い 。 - 140C と 十 200C の差 は 340C
で ， + 20oC と 十 390C の 差 190C に較べて温度差に大分聞 き があ る が， 結栄で は こ の影響はほ
と ん ど認め ら れな い。
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(iii) 測 定範囲 の 大 き い マ イ ク ロ メ ー タ の寒暑 に よ る 誤差 と 小 さ い も の の そ れ と で、は ， 狂 い の 量 に
大差は な い。
( iv) 都合の良い結果 と し て " イ ク ロ メ ー タ 自 身 の収縮膨脹は， プ ロ ザ ク グ ー ジ と 比較 し て 大差
な い結果を示 し て い る 。
3 . 2 筆 者 の 実 験
己に記 し た通 り ， 人 為 的 に室温調整を行 う こ と な く ， 約 3 カ 月 にわ た り ， 実験室が 目 指す あ る 温
度 に な り しか も 必要 な 測 定時間中室温変化が極め て 小 と み な せ る 時を選 ん で， 約 200C か ら 約 290C
ま で の範 囲 で， マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン ダ ー ド の 呼び寸法 と 等 し い ブ ロ ヮ ク ダ ー ジ の場 合 に つ い て
， 吉本氏 と 同様の実験を行っ た。 結果を表-- 3 に示す。
表-3 室i昆 と マ イ ク ロ メ ー タ の 読み と の 関 係
マ イ ク ロ メ ー タ | プ ロ ブ グ ゲ ー ジ | 突 験 結 果 I ì!1!J 定 時 亥IJ







10 13 1 峨




22 . 5  。
25 .0  。
26 .5  。
20九 。
21 .0  。
7 . 29 2 . 20後
7 . 16 10 . 30前
7 . 16 2 後
7 . 25 1 2 後
※引 続 き
10 .3  1 . 15後
9 . 10 9 古江
22 . 5 ー 1 7 . 29 2 . 20後
25 . 0  
26 . 5  
27 .8  
29 . 2  
20% 
21 . 1  
22 . 5  
25 . 2  
21 . 3  
22 . 7  
十 1
十 3
8 . 15 9 .30詰H
7 . 16 2 後

















10 .3  1 . 20後
9 . 10 9 . 10首t
7 . 29 2 . 201� 
7 . 16 10 .30前
7 . 16 2 後
7 .25 1 2 後
※ 引 続 き
0 . 3  1 .3ゆ後
9 . 10 9 . 15前
7 . 29 2 .20後
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E 125-150 50 + 75 
26 . 8  
28 . 1  
29 . 0  
- 1 
+ 1  
十 1
7 . 16 10 . 30前
7 . 22 1 後
7 . 25 1 2 後
※ 引 絞 ぎ
注意 : ※ 「 引 続 さ ! と し 、 う の は ! 即座に続 く j の意味でな く ， I しば ら く して 次に J の 程皮で あ る 。 ま た 例 え ば
10 . 30 と あ る の は， 10時30分七百の 意味で 同 じ10 . 30で も 5分近 く 具 る H年剤を 表わす こ と も あ る 。
50-75mm の マ イ ク ロ メ ー タ で は読み に変化がな い が他では変化 し て い る 。 100�125mm の例だ
け を 見 る と 室温が 200C よ り 高L 、 と 読み の差 は 十 で しか も 室温の 高 い程大に な る よ う に 見 え る が，
， '[本氏 も 文献 (1) か ら 文献 (2) へ と 結論を改め ら れた通 り ， 12;J-150mm の場合 の よ う に + ， ー が
入乱れ， かつ;lI1: の変化 も 規則正 し い と は い え な い よ う で あ る 。 な お測 定 中 実 験 し た こ と で あ る が，
100�125mm j立か ら以 上 の マ イ ク ロ メ ー タ に な る と ， ア ン ビJ'-' お よ び ス ピ ン ド A の 面 が被測定面に
始め か ら正 し く 接触す る 姿勢 に保持 し な い と ， ラ チ ェ ツ ト を い く ら 回 して も 正 し い測 定 は iお難 と 思
〉ノ 。
4 . ブ ロ ッ クゲージお よ びマイ ク ロ メ ータ ス タ ン ダー ドの体温に よ る 膨脹
4 . 1 実 験 方 法
ま ず台付 ミ ニ メ ー タ の定盤上 に 25mm， 50mm， 75mm の ブ ロ ヲ ク ゲ ー ジ ま たは マ イ ク ロ メ ー
タ ス タ ン ダ ー ド を立て ， ミ ユ メ ー タ の球端面接触子を被測定面 に接触 さ せ， 被測定物を手 で握 ら な
い時に ミ = メ ー タ の読みを O に合せた。 然 る 後， 第 3 章 と は 呉 り ， 素手 で， 自 分 の 左手 の親指， 人
さ し指， lþ指でな る べ く 何時 も 同 じ状態を保っ て 握 り 続け ， 握 り 始 め て か ら の30秒毎 の読みを と っ
て ， 体温 の影響に よ る 膨脹盆を求 め た。 そ の 実験値を プ ロ ッ ト し た の が図ー2 であ る 。 室温は 図 記
入 の通 り で， 握 り 時間を通 じ て 室温変化 の ほ と ん ど認め ら れな い 日 時を選ん で尖験を行っ た。
4 . 2 実験結果， 考察 と 結論
α 
関 を 見 る と 何れ の 場合 も 最初急激 に増加l し て い
る 。 ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ よ り も ス タ ン ダ ー ド の ブiカ:(t;�
速に上井 し て し 、 る 。 次に 25mm 以外は ， ブ 口 ヅ ク
ゲ ー ジ と ス タ ン ダ ー r の 熱的安定後 の読み の 変化
(膨脹量〉 は大体等 し し 、。 25mm の場合は ， 供試
ス タ ン ダ ー ド は リ ン グで定盤面 と の接触は直線で
あ る に反 L， ブ ロ ッ ク グ ー ジ は平田で接触 し て い
る 。 こ の た め体温の 定盤への伝導状態 が著 し く 異
図-1 る 。 こ れが差異を起す大 き な 原 因 と 思 う 。
今 の突験 と プ ロ ッ ク ヂ ー ジ ま たは ス タ ン ダ ー ド を共 に平面か ら な り ， 定盤 と 面積 も 具 る ア ン ビル
と ス ピ ン ド ル の 聞 に挟む場合に は ， 前に述べた と 反対側 の接触状態 が点か ら 面 へ ( リ ン グ の時に限
り ， 点か ら 綜へ〕 変わ る し， 接触子 お よ び こ れ に続 く 部分 も 異っ て く る か ら 数値的 に膨脹量;を直に
求め る わ け に は し 、 かな し 、。 しか し こ の実験に よ り ， ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ ま たは マ イ ク ロ メ ー タ ス タ
ン グ ー ドを う かつ に 数分間 も 素手で担っ た ま ま で の測 定 の 不適当 な こ と ， マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン
ダ ー ド よ り も ブ ロ ヅ ク ゲ ー ジ の方が有利な こ と ， リ ン グ状 ス タ ン ダ ー ド の不 向 な こ と が 諒 解 さ れ
る 。
5 .  マ イ ク ロ メ ータ の体温に よ る影響
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5 . 1 実 験 方 法
A社25�50mm， B社25-50mm， C社50-75mm， D社75�100mm の マ イ ク ロ メ ー タ につ い て の
実 験 で あ る 。
あ る ブ ロ ヅ ク ゲ ー ジ を20回宛測定 し， 初 回 の読みを基準に と っ た時の20回 目 の読み の変化， 測 定時
刻 ， 室温を 求 め た。 ( マ イ ク ロ メ ー タ は素手で持 ち ， ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ は鋼製台上に お く 。 〉
5 . 2 実験結果， 考察 と 結論
実験結果 を 次表 に示す。
表-4 マ イ ク ロ メ ー 賓 の 体温に よ る 影響
ー タ i 仰 の 読み | 柵叫 i円 CC 
望 室 | 測 定範閉 rn m の 変 化 H た 時 間 分 初 問 | 第 20 回
A 25-50 ほ と ん ど変化な し 、 13 23 . 2  ヨ3 . 2
B " - 4u 9 23 . 2  23 . 2  
C 50-75 - 3μ 11  24 . 2  24 . 2 
D 75-100 - 5 ， 6u 8 . 5  23 .8  23 .9  
A社25-50mm で は影響がわか ら ぬ が， 他 の 3 個 の マ イ ク 口 メ ー タ で、は ， フ レ ー ム を持った こ と
に よ る 温度上昇の影響が認め ら れ る O し か し表を 見れば， 極 め て短時間中 に済む 2 回， 3 回 目 位 ま
で の測定で， し か も 草手袋で も 用 いれ ば ， 影響は著 し く 小 さ か ろ う と 推察 さ れ る 。 同 じ 25-50mm
の マ イ ク ロ メ ー タ で A社 と B社 の も の で は ， 結果に差が表われて い る 。 前者 の フ レ ー ム は鋼製で無
途装 で あ る が， 後者では鋳鉄製， 黒塗で あ る こ と を 附記 し て お く 。 お し ま い に一つ述べ る 。 フ レ ー
ム が熱 の影響で末広 に変形 し た め に ア ン ピル ， ス ピ ン ド ル の 両測定端面 が同様に傾斜 し， 両面 の
幾何学的最短距離は正常 の時 よ り 近 く な る か ら ， 同一 ブ ロ ヲ ク ゲ ー ジ の測定では， ス ピ ン ドル を 後
退即 ち読み を 大 に と ら ねば な ら ぬ答 で あ る の に ， 実際結果は逆であ る と L 、 う 論を 見 た よ う に 思 う
が， ブ ロ ッ ク グ ー ジ が マ イ ク ロ メ ー ク 関係 ( ア ン ビル ， ス ピ ン ド ル ， フ レ ー ム な ど 〉 に比 し低温 の
た め ， 軸線方 向 の 熱膨脹 の相対関係か ら ， ス ピ ン ド・ )� が プ レ ー ム に対 しむ し ろ前進せねば な ら ず，
従って ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ を 小 さ め に読む と 考 え て い け な か ろ う か。
S . 結 言
( 1 ) 約 200C-290C の範聞 で ， 温度調整装置 の な い実験室 に お い て ， 種 々 の温度 の 日 時を選 び ブ
ロ ザ ク ゲ ー ジ を マ イ ク ロ メ ー タ で読ん だ と こ ろ ， 吉本氏 と 同様 の 結論を得た。
( 2 )  プ ロ ゥ ク ゲ ー ジ ま たは マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン ダ ー ド を素手で持つ て の測定 で は誤差 を 生 じ易
く ， 温度上昇に基 く 誤差 の 点で ， マ イ ク ロ メ ー タ そ の他の零調整や精度検査用 と して は ， -..r イ
ク ロ メ ー タ ス タ ン ダ ー ド の類 よ り は ブ ロ ッ ク グ ー ジ が勝れて お り ， 特に リ ン グ状 ス タ ン ダ ー ド
は思わ し く な し 、。
( 3 ) "'7 イ ク ロ メ ー タ を素手で握っ て 測 定す る と 読み の 小 さ く 出 る こ と がみ ら れ る 。
な お今 ま で に述べ な かった が， 当 学部に あ っ た マ イ ク ロ メ ー タ ス タ ン ダ ー ド を ブ ロ ッ ク ゲ ー ジ に
対 し て 比較 した と こ ろ ， 磨耗， 経年変化の何れ が主因かは別 と して ， 相 当短 く な っ て い た も の が あ
る 。 特 に前 に述べた 25mm リ ン グ状 ス タ ン ダ ー ド は基準値 よ り かな り 小 さ く ， しか も 直角 2 方 向 の
方 向 差 1 . 2μ が見 出 さ れた。
簡単な 実験結果の報告 で あ る が ， 何か の 御役に立 て ば幸 で あ る 。
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